
梅
棹
忠
夫
生
誕
1
0
0
年
記
念
企
画
展

「
知
的
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

み
ん
ぱ
く
初
代
館
長
を
務
め
た
梅
棹
忠
夫
が
残
し

た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
と
デ
ジ
タ
ル・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
と
お
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
著
作

へ
の「
知
的
生
産
」を
く
わ
し
く
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
12
月
1
日（
火
）ま
で

会
場
　
本
館
企
画
展
示
場

ミ
ン
パ
ク 

オ
ッ
タ 
カ
ム
イ
ノ
ミ

（
み
ん
ぱ
く
で
の
カ
ム
イ
ノ
ミ
）

例
年
11
月
頃
、
本
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ

の
標
本
資
料
へ
の
感
謝
と
安
全
を
願
い
、
北
海
道

ア
イ
ヌ
協
会
の
協
力
を
え
て
、
実
施
し
て
お
り
ま

す
カ
ム
イ
ノ
ミ
で
す
が
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
、
非
公
開
と
し

ま
す
。

み
ん
ぱ
く
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
案
内

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル「
万
博
記
念
公
園
駅
」と
み
ん
ぱ

く
の
間
の
直
通
送
迎
バ
ス
を
特
別
展「
先
住
民
の

宝
」の
会
期
中
に
運
行
し
ま
す
。

運
行
日
　 

12
月
15
日（
火
）ま
で
の
土
曜
・
日
曜
・

祝
日  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
日
11
往
復
、
所
要
時
間
10
分
、
無
料

運
休
日
　 

平
日
、
11
月
1
日（
日
）、
3
日（
火
・
祝
）、

7
日（
土
）、
8
日（
日
）

※
急
遽
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

デ
ジ
タ
ル
触
地
図（
国
立
民
族
学
博
物
館
触
知
案

内
板
）が「
2
0
2
0
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
」を
受
賞

本
館
の
デ
ジ
タ
ル
触
地
図（
国
立
民
族
学
博
物
館

触
知
案
内
板
）が
、
2
0
2
0
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞（
主
催
：
公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
触
地
図
は
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人

と
な
い
人
が
、
分
け
隔
て
な
く
館
内
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
触
地
図
シ
ス

テ
ム
で
す
。
す
で
に
本
館
の
展
示
場
に
2
台
設
置

さ
れ
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
設
置
を
増
や
す

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
標
準
デ
ザ
イ
ン

化
を
目
的
と
し
て
特
許
を
取
得
し
、
他
の
博
物
館

園
へ
の
公
開
と
普
及
も
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

お問い合わせ（本館 広報係）
電話　06 - 6878 - 8560／ FAX　06 - 6875 - 0401
https://www.minpaku.ac.jp/

重要なお知らせ
新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、本館関連
の催し物について、本コーナーに掲載の情報も含め、
急遽、予定を変更する可能性がございます。詳細につ
きましては、決まり次第本館ホームページに掲載いた
します。何卒ご理解のほど、お願い申しあげます。

め
、
座
席
数
な
ど
が
従
来
の
運
行
と
異
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場
　
本
館
講
堂

※ 

要
事
前
申
込（
先
着
順
／
定
員
各
回
1
6
0
名
）、
参
加
無
料

（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

※ 

事
前
予
約
の
方
は
入
場
整
理
券
を
当
日
11
時
か
ら
本
館
2
階

講
堂
前
に
て
配
付
し
ま
す
。

第
5
0
4
回
　
11
月
21
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
社
会
を
変
え
る

―
水
俣
の
遺
産

講
師
　
平
井
京
之
介（
本
館 

教
授
）

博
物
館
や
資
料
館
は
た
だ
モ
ノ
を
保
管
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
そ
の
社
会
を
変
え
る
力
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
水
俣
市
の
資
料
館
を
事
例
に
、
負
の
遺
産
が
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
お
話
し
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

■
一
般
受
付

　
期
間
：
11
月
19
日（
木
）ま
で

※ 

友
の
会
電
話
先
行
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

第
5
0
5
回
　
12
月
19
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

民
博
研
究
の
政
策
と
し
て
の
応
用

―
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
研
究
事
始
め

講
師
　
出
口
正
之（
本
館 

教
授
）

民
博
の
展
示
品
を
見
て
皆
さ
ん
は
何
を
感
じ
ま
す
か
？
　
も
し
、

従
来
の「
常
識
」が
覆
さ
れ
た
な
ら
、
そ
れ
が
す
べ
て
の「
研
究
」

の
始
ま
り
で
す
。
民
博
の
研
究
が
税
制
、
N
P
O
政
策
、
大
阪

の
活
性
化
政
策
な
ど
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
常
識
の
残
像
」

か
ら
脱
す
る
た
め
に
民
博
が
い
か
に
役
立
っ
て
い
る
か
を
お
話

し
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

■
友
の
会（
維
持
会
員
・
正
会
員
）電
話
先
行
受
付

　
期
間
：
11
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

■
一
般
受
付

　
期
間
：
11
月
24
日（
火
）〜
12
月
17
日（
木
）

【
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
申
込
方
法
】

本
人
を
含
む
2
名
ま
で
。
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
し
ま
す
。

右
記
の
該
当
期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
友
の
会（
維
持
会
員
・
正
会
員
）電
話
先
行
受
付（
定
員
30
名
）

　 【
申
込
先
】千
里
文
化
財
団
友
の
会
事
務
局

　
電
話 

0 

6
ー

6
8
7
7
ー

8
8
9
3

　（
9
時
〜
17
時
、
土
日
祝
を
除
く
）

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
み
ん
ぱ
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜

17
時（
土
日
祝
を
除
く
）で
す
。

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

研
究
者
と
話
そ
う

会
場
　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

※ 

申
込
不
要（
当
日
先
着
順
／
定
員
各
日
42
名
）、参
加
無
料（
要

展
示
観
覧
券
）

本
館
の
研
究
者
が
「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
」「
調
査
し

て
い
る
地
域
／
国
の
最
新
情
報
」「
み
ん
ぱ
く
の
展
示
資
料
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

11
月
1
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時（
14
時
開
場
）

1
0
0
年
前
の
ア
イ
ヌ
の
く
ら
し
と
現
代
の
文
化

話
者
　
齋
藤
玲
子（
本
館 

准
教
授
）

11
月
8
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時
15
分（
14
時
開
場
）

サ
ー
ミ
の
工
芸
品

話
者
　
庄
司
博
史（
本
館 

名
誉
教
授
）

11
月
29
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時（
14
時
開
場
）

ア
フ
リ
カ
の
先
住
民
に
つ
い
て

話
者
　
池
谷
和
信（
本
館 

教
授
）

刊行物紹介

エチオピアの吟遊詩人、ア
ズマリ、ラリベラが、地域
社会において人びととの
豊かなやりとりに基づいて
展開させる芸能の様子を
描き、アフリカの地平から
音楽・芸能を相対化してと
らえ、考えることを促す。
アフリカの吟遊詩人のリア
ルな息吹が感じられる1冊。

■川瀬慈 著
『エチオピア高原の吟遊詩人
̶うたに生きる者たち』
音楽之友社　3,000円（税別）

友
の
会
講
演
会

【
聴
講
方
法
】

① 

本
館
講
堂
に
て
聴
講（
定
員
1
6
0
名
）　
　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
会
員
は
予
約
不
要（
当
日
会
員
証
提
示
）

一
般
は
5
0
0
円（
受
付
フ
ォ
ー
ム
よ
り
要
事
前
申
込
）

② 

オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
で
の
聴
講（
友
の
会
会
員
の
み
／
受
付

フ
ォ
ー
ム
よ
り
要
事
前
申
込
）

※
受
付
フ
ォ
ー
ム
は
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り
ま
す
。

第
5
0
6
回
　
11
月
14
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

呪
術
と
し
て
生
き
残
っ
た
仏
教

―
―
社
会
主
義
期
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
世
俗
化
・
仏
教
実
践
・

還
俗
ラ
マ

講
師
　
島
村
一
平（
本
館 

准
教
授
）

ソ
連
を
中
心
と
し
た
旧
社
会
主
義
国
で
は
、
無
神
論
が
標
榜
さ

れ
宗
教
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

社
会
主
義
期
、
宗
教
は
無
く
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

講
演
で
は
、
か
つ
て
社
会
主
義
国
だ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
国
を
事
例
に
、

社
会
主
義
に
よ
る
世
俗
化
は
、
実
は「
呪
術
化
」だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
逆
説
を
提
示
し
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
は
、
人
口
の
6

割
ほ
ど
が
チ
ベ
ッ
ト
･
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
を
信
じ
て
い
る「
仏
教
国
」

で
す
。
本
講
演
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
の
現
在
か
ら
過
去
を
見
て

い
き
ま
す
。

受
付
フ
ォ
ー
ム

http
s://w

w
w

.senri-f.o
r.jp

/506
to

m
o

/

第
5
0
7
回
　
12
月
5
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

海
洋
考
古
学
の
世
界

―
―
沖
縄
の
水
中
文
化
遺
産
と
そ
の
魅
力

講
師
　
小
野
林
太
郎（
本
館 

准
教
授
）

海
洋
考
古
学
は
、
海
と
人
類
の
歴
史
を
探
求
す
る
学
問
で
す
。

そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
海
中
の
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
島
や
沿
岸
域

に
残
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
講

演
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
水
中
文
化
遺
産
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
沖
縄
県
石
垣
島
の
海
底
遺
跡
を
事
例

に
、
そ
の
魅
力
や
水
中
遺
跡
の
保
護
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
水
中
文
化
遺
産
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
動
き
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

受
付
フ
ォ
ー
ム

http
s://w

w
w

.senri-f.o
r.jp

/507
to

m
o

/

共
催
展

「
佐
々
木
高
明
の
見
た
焼
畑

―
五
木
村
か
ら
世
界
へ

―
」

佐
々
木
高
明（
元
民
博
館
長
）が
撮
影
し
た
熊
本

県
の
五
木
村
で
の
焼
畑
に
関
す
る
写
真
を
中
心

に
、
民
具
な
ど
の
資
料
を
含
め
て
当
時
の
村
の

暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
11
月
29
日（
日
）ま
で

会
場
　  

五
木
村
歴
史
文
化
交
流
館「
ヒ
ス
ト
リ
ア

テ
ラ
ス
五
木
谷
」

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

主
催
　
国
立
民
族
学
博
物
館
、
五
木
村

■
一
般
受
付

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約（
定
員
1
0
0
名
）

　 

み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
予
約
サ
イ
ト
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

・ 

当
日
参
加
申
込（
定
員
30
名
）

　 

11
時
か
ら
本
館
2
階
講
堂
前
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

大阪モノレール
万博記念公園駅発

時 国立民族学博物館
→万博記念公園駅

10  　　　　　　50

11  　　20

12  　　　 30

13  00　　 30

14  　 10　　 40

15  　 10　　 40

16  　　　 30

17  00

時 万博記念公園駅
→国立民族学博物館

10  06  　　36

11  06  　　36

12     　　　　46

13   　16  　　46

14    　　26 　　56

15  　　  26 　　56

16

17  

国立民族学博物館発

「知的生産の技術」のための「こざね」
（撮影：尼川匡志）

特
別
展

「
先
住
民
の
宝
」

世
界
に
は
、「
先
住
民
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
先
住
民
と
は
だ
れ
か
？
　「
宝
」に
こ
め
ら

れ
た
思
い
と
は
何
な
の
か
？
　
本
展
覧
会
で
は
、

日
本
の
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
、
北
欧
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、中
南
米
、ア
フ
リ
カ
、台
湾
、ネ
パ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、
世
界
各
地
に
暮
ら
す
そ

れ
ぞ
れ
の「
先
住
民
」が
大
切
に
し
て
い
る「
宝
」を

展
示
し
ま
す
。

会
期
　
12
月
15
日（
火
）ま
で

会
場
　
特
別
展
示
館

仮面（マレーシア、オラン・アスリ）

展示場に設置されているデジタル触地図

12   13    2020 年 11月号


